
75 回目の『終戦の日』、今こそ改憲阻止、アベ政治終焉へ市民パワーを示そう！

第二次世界大戦の終結から 75年目となりました。日本

の侵略戦争と植民地支配に始まり、15年にもわたった太

平洋戦争は、多くの国々に多大な苦痛と損害を与え、日

本も存亡の危機に陥りました。戦争の犠牲となって倒れ、

傷つき、苦しめられた全ての人々に、心から哀悼の誠を

捧げます。戦禍を生き延びた人々にとっての一筋の光明

が、恒久平和を誓った日本国憲法でした。75 年の平和国

家への歩みを振り返り、再び戦争の時代を招かないよう

努め、後世に引き継いでいくことが、私たちの責務です。

『下北地域９条の会』も８月 15 日午後１時よりマエダ本

店前で各野党代表を交えて街頭から反戦・護憲を訴えま

した。党からは木下９条の会共同代表、日土代表代行が

それぞれ、『憲法９条改悪と軍事大国化に反対し多くの

人と力を合わせ、改憲発議阻止と安倍政権の打倒を目指

そう』などと述べました。

私たちは先人の思いを引き継ぎ、「全世界の国民が、

等しく恐怖と欠乏から免れ、平和のうちに生存する権利

を有する」ことを謡う平和憲法を全力で努力し続けます。

今年もまた、浮島丸出航追悼集会が開催されました～8月 22 日、中央公民館駐車場
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終戦直後の 1945 年８月 22 日、大湊港を出港、翌々日 24 日 17時 20 分頃、

舞鶴沖で海軍特設輸送艦浮島丸が突如爆発・沈没し、乗員乗客 549 人（政府発

表）が死亡するという事件が起こった。駆け込み乗船者を含めて死者は2,000

人以上との証言もあり、政府発表の乗船人数犠牲者数を疑問視する説もある。

浮島丸には青森方面の朝鮮人労働者とその家族 3,735 人が帰国のために乗り

込み、朝鮮・釜山への航行中に進路を変更して舞鶴へ寄港し災禍に遭い、戦後

日本の海難史上「洞爺丸事件」に次ぐ多くの犠牲者を出した。

後に京都地裁では「強制連行された朝鮮人が連合軍やソ連軍の進軍と呼応し

て暴動を起こすことを恐れ、安全を確認せず帰還させようとした」と認定。

舞鶴へ寄港した理由は乗客には水の補給のためと説明されたが、乗員の中に

は「舞鶴で下船の準備をしている」との証言もある。また海軍省はＧＨＱ進駐

のため８月 24 日 18時以降の船舶の航行禁止命令を出しており、当初から釜山

へは行かない計画だったとの指摘もある。爆発原因は舞鶴湾が戦時中に米軍が

機雷を投下した海域であったが、船体の引揚時にも爆破の原因は調査されず、

確たる証言もなく、真相はいまだ明らかにされてないまま今日に至っている。

８月 22 日、中央公民

館駐車場で 27 回目とな

る浮島丸追悼集会が「浮

島丸下北の会」（村上準

一会長）の主催で開らか

れたものです。

この日は 75 年前の終

戦から１週間後に大湊港

から浮島丸が釜山港へ向

け出港した日です。

追悼集会は毎年、出港

日の８月 22日にはむつ

市で、翌々日の 24 日の

沈没日には京都府舞鶴市

で開催されています。
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下北が原子力半島のメッカとなったキッカケ、原子力船「むつ」
下北半島が原子力基地化しようとしている今日ですが、

そのメッカは『原子力船むつの母港化』に端を発します。

本年は『むつ』が大湊港に初入港して 50 年の節目に当

たります。

1963年、観測船として建造計画が決まり、原子力船開

発事業団発足し、1967年7月、原子力船母港設置を打診中

の横浜市が正式拒否すると、翌々月９月にむつ市を候補

地と決定しました。さらにわずか２カ月後には県知事、

むつ市長が受諾同意したことに端を発します。

そして、これを契機に1969年３月には日本工業立地セ

ンターが下北・六ケ所地域の原子力産業の拠点化を明示

しました。このことにより下北半島の原子力基地化計画

は既成の事実となり、今日に至っています。（詳しい歴

史は次ページ参照）

そして、『むつ』問題は今も続いています。
事故、トラブル等でわずか２年程度の実験航海のみで

御用済みとなった『むつ』ですが、これにより現在でも

多くの費用とマンパワーを費やしながら、むつ市に大き

な課題を押し付けたままです。

その一つは約束事になっている原子炉の解体処分が未

だ進んでいないこと、そして二つ目は年々増え続ける放

射性廃棄物が一向に撤去されないことです。今でも毎年

ドラム缶数本分の廃棄物が新たに増加し続けています。

そして過去には廃液漏れやドラム缶の損傷などが報告さ

れています。
第 38 回原子力船「むつ」安全監視委員会から
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～むつ市に回航して今年で 50 年となりました～

《2014/8/15 朝日新聞から》

【特集】核といのちを考える～原子力船「むつ」事故から40年 報じた記者３人が再会

原子力船「むつ」が放射線漏れ事故を起こしてから９月１日で40年。当時の乗船記者３人が

今月11日、そろって青森県むつ市のむつ科学技術館で、展示されている原子炉と再会した。

「我々が乗ってなかったら、事故は隠蔽されただろう」。40年前に乗船したのは、共同通信

の高間徹さん（77）、東奥日報の和島善男さん（74）、デーリー東北の吉田徳寿さん（71）。

船内の異変に３人が気づき、翌朝に放射線漏れの事実が伝えられた。地元紙の２人は自社

に原稿を送り、朝日新聞などは高間さんの原稿を使った。

その後、埼玉に住む高間さんは青森を訪れる機会がなかった。「40年の節目だから」と吉田

さんに誘われ、来る気になったのは、３年前の東京電力福島第一原発事故があったから。

過酷事故に対処する手順書を黒塗りで出した東電などの姿勢に憤ってきた。 「原子力を推進する側の隠蔽体質は全く変わっ

ていない。『むつ』の教訓が生かされていればなあ」 そう語る高間さんに、地元の２人はこう応じた。「絶対安全だなんて言うか

ら、それがウソとわかれば不信感が爆発するのは当然だ」 「３人が分担して監視していたから、隠しきれないと思って発表した。

マスコミは結束しないと」 自分たちの体験をもっと語ろう。３人は同じ思いを胸にむつ市を後にした。（隈元信一）

なぜ、放射線漏れ事故が起きたのか
地元漁民の反対により定係港での出力上昇試験が

できなかった「むつ」は、太平洋上で同試験を実施

した。そして 74 年９月１日、定格熱出力の 1.4％に

達した際、漏れが発生していることに気付いた。

その後の調査において、原子炉格納容器外の上部

の遮蔽体から放射線が漏れていることが分かった。

原研の資料によれば、「むつ」は、潜在的に放射

能放出の危険性を有する原子炉を搭載しているにも

関わらず、その船体は通常の客船や貨物船、タンカ

ーと同様の船底構造である。座礁や船同士の衝突を

想定した二重構造になっておらず、欠陥構造と言わ

ざるを得ない。

実は、原子力船事業団は、「むつ」の原子炉につ

いて、ウェスティングハウス・エレクトリック社に

技術評価を依頼していた。同社は、原子炉格納容器

外の上部の遮蔽が不十分であることを指摘していた

が、事業団は何の改良もせず放置していた。

「むつ」の原子炉は 1960 年代半ばから後半にか

けての技術で設計された。日本はその頃、放射線遮

蔽研究に本格的に着手したばかりで、研究者の経験

やノウハウ、データの蓄積は発展途上にあった。

「むつ」の放射線漏れの原因は、原子炉構造の欠

陥ではなく、周辺技術である原子炉格納容器外の上

部の遮蔽構造物の欠陥である。原子力船事業団は設

立約３年後に、本格的な設計作業に着手したため内

部の経験や人材に乏しく、旧科学技術庁管轄下の研

究機関や民間企業からの出向者の知識やノウハウに

依存していた。こうした体制では、出向元への利益

誘導や他社への妨害行為、出向者同士の足の引っ張

り合いなどから事業の進展が阻害されて統括や業務

の遂行が難しくなる場合がある。放射線漏れは、単

なる技術欠陥だけによるものではなく、開発体制の

欠陥によって引き起こされた可能性も高い。実際、

むつは、プロジェクト管理が的確でなかったため

か、当初の予算の 10倍の開発費と数倍の開発期間

を費やすこととなった。
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党県連合、立憲民主との合流への方向性を確認～８月 26 日常任幹事会

立憲民主と国民民主の合流～本県の国民民主党は全体で合流新党へ結集の見込み
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新聞記事 終戦特集
満州移民が青森県、とりわけ下

北出身者が相当数に上るとのこと

です。（右記事参照）

また、『下北地域９条の会』共

同代表の畑中浩美さんの発行した

小冊子が北海留萌市の地域新聞に

報じられました。（下段左参照）

他に元青森市議杉村さんも…
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「青森県を高レベル放射性廃棄物の最終処分地にしない条例」制定を求める県民の会結成！
原発から出る、いわゆる「核のごみ」を一時的に保管している青

森県で、「県内を最終処分場にしない」とする宣言をする条例の制

定を求める県民の会結成総会が８月 22日、青森市「ねぶたの家ワ

ラッセ」で結成されました。

原発の使用済み核燃料から出るいわゆる「核のごみ」について、

六ヶ所村には、国内の９割近くが一時的に保管されています。青森

県は「県内を最終処分場にしない」という確約書を国と交わし、保

管の期間を最長でも５０年とする協定を平成６年に結んでいます

が、いまだに場所は決まっていません。

今月になって、北海道の寿都町が最終処分場の選定に向けた調査へ

の応募を検討する動きが出ていますが、総会で示された条例案では

「選定が遅れるなか、なし崩し的に県内になるのではないか」など

と懸念を示し、「青森県を最終処分場にしない」とする宣言が明記

されています。

会の浅石紘爾共同代表は「『核のごみ』が嫌だというのは、県民

の偽らざる気持ちだ。原発そのものをやめ、エネルギー政策を転換

させていきたい」と話しました。県民の会は、今後、条例案に賛同

する署名を 10 万筆集め、再来年の６月議会での制定を目指すこと

にしています。

この会には当地からは「核の中間貯蔵はいらない！下北の会」

（野坂庸子代表）及び「原発・核燃をなくす下北の会」（中島寿樹

代表）も団体参加しています。コロナ禍の時期、署名行動も大変で

すがふるさとを守るため、頑張りましょう。総会後の記念講演では

小野有五北大名誉教授による講演があり、寿都町の問題などタイム

リーなテーマで学習も行いました。

講演を聞いて思ったこと

遠藤順子

先日の「青森県を高レベル放射性廃棄物の

最終処分地としない条例制定を求める県民の

会」総会後に北海道大学名誉教授の小野先生

の話を聞きましたが、それで、私はようやく

気づきました。日本のどこにも最終処分場に

適する場所など無いのです。

政府や NUMOによる「最終処分場を作らな

くては…」というのは、六ヶ所再処理工場と

同じ構造の「壮大な詐欺」です。10 万年も

保存できる地下など地震国＆火山国の日本の

どこにもありません。しかも、地下に埋めて

しまえば、地下で放射性廃棄物が漏れ出して

も誰も知らず、そのうち地下水から浸み出し

て、日本人の飲み水がプルトニウムやウラン

の混じった放射性物質で汚染されるのです。

そもそも、こんなことは、人類が生き残っ

ているかどうかもわからない何万年も後のあ

らゆる生物と地球に対する冒涜です。

高レベル放射性廃棄物は、少なくとも日本

では、地上で管理し 100 年 200 年と監視し続

けて、漏れていないことを確認したり、老朽

化すればその度に建て替え続けるしかありま

せん。日本における最終処分場など絵空事で

す。政府や NUMO に騙されてはなりません。

「直ちにあらゆる原発を止めて高レベル放

射性廃棄物をこれ以上出さない手段をとりつ

つ、全ての原発敷地内に高レベル放射性廃棄

物の地上管理施設を建設し、そこで管理す

る。」それが、小野先生から教えてもらった

私たちが目指すべき道です。

くれぐれも「最終処分場」などという絵空

事に騙されませんように。日本のどこにも最

終処分場など要りません。青森県に無ければ

いいとか、北海道に作っちゃダメとかそうい

うレベルじゃない。日本のどこにも作っちゃ

ダメなんです。

（医師・前回の六ケ所村長選立候補者）

2020/8/1 東奥日報

お願いです！前回みなさまにお願いした２種類の署名についてまだ送

付されていない方はぜひ、よろしくお願いします。


